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小川ほたるさん
詩とアートを組み合わせた展覧会「ＮＨＫハート展」
に、詩を応募し、今年で４回連続入選を果たした小川
ほたるさんをご紹介します。

▲第24回NHKハート展入選の詩

　障害のある人がつづった50点の詩とその詩に込められた思いを、各界の著名人やアーティストがア
ート作品で表現する、詩とアートを組み合わせた展覧会です。障害のある人もない人も互いに理解し
合い、「ともに生きる社会」の実現を目指して1994年にスタートしました。今年で24回目を迎えた
NHKハート展には3,205点の作品が応募され、入選した詩と作品は、全国を巡回している展覧会で見
ることができます。巡回スケジュールなど詳しくは、ホームページ（HP https://www.nhk.or.jp/
heart-net/event/art/）をご覧ください。

ＮＨＫハート展とは
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▲�今年の入選作品とほたるさん
　恩師（右）も駆け付けてくれたそうです

■応募のきっかけ
おしゃべりが大好きで、明るいほたるさんは、現在特
別支援学校聖母の家専攻科に通っています。ほたるさん
は、ダウン症と自閉
症を併せ持っていて、
普段から少しの刺激
が大きなストレスに
なります。視覚や聴
覚、触覚、臭覚、味
覚すべてに過敏なた
め神経が疲れやすく、
ストレスで学校に行
けない日もあります。
４年前、特別支援

学校西日野にじ学園
の頃の授業の一環で、
ＮＨＫハート展に応

募することになりました。ほたるさんは授業中に書くこ
とができなかったので、先生の勧めで、夏休み中に書い
て応募することになりました。
ほたるさんは幼少期から家で筆を使った遊びをしてい
たので、普段から筆でたくさん詩を書いていました。そ
こで、書き溜めた作品から５点を応募したところ、「こ
わいものとは」が16歳で見事初入選し、翌年の「たう
えするひ」が入選したことで、NHK「ハートネットTV」
に出演しました。

→

■空想を題材に
ほたるさんは、日本の昔話や絵本、ドラマやアニメな
どから想像を膨らませ、場面や表現を生みだします。そ
のため、ほたるさんの書く詩の中には、昔の場面や言葉
遣いなどが交ざっていて、読んだ人を思わず“クスリ”
と笑わせます。
第22回に入選した「たうえするひ」は、日本昔話に

多く登場する田んぼを題材にし、大好きな家族と田植え
をしたという想像の世界が書かれています。

■詩を通して伝えたい
ほたるさんは、自分の気持ちを口頭で的確に伝えるこ
とが苦手ですが、応募作品以外にもたくさんの詩を書い
て思いを表現しています。ほたるさんは、今後個展を開
く予定です。誰もがほたるさんの独自の世界と自由な想
像力に触れることができる、そんな将来はそう遠くない
かもしれません。

10月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）


